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R32a ALMAによるNGC 1097中心領域でのC2H, HNCO, HC3N他の初検出
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ALMAを使った、低光度 1型活動銀河核を持つNGC 1097の観測プロジェクトを進めている。観測は 100GHz
帯 (band 3)および 350GHz帯 (band 7)で実施され、合計約 15GHzの観測範囲内で検出された分子輝線は、以下の
8分子 10輝線に及ぶ: HCN(4-3), HCN(1-0), HCO+(4-3), HCO+(1-0), C2H(1-0), HNCO(40,4-30,3), CS(2-1),
H

13
CN(1-0), HC3N(11-10), SiO(2-1)。このうち太字の 6分子がこの銀河における初検出である。過去のNMA

観測で示唆されていた HCN(1-0)/HCO+(1-0)比の顕著な上昇が ALMAにより高い S/Nで確認された他、高い
HCN(1-0)/CS(2-1)比 (∼3.8)や C2H(1-0)/CS(2-1)比 (∼1.2)が観測された。これらの輝線強度比は、代表的な 2
型活動銀河 NGC 1068の中心核領域での値 (∼3.6および ∼1)と良く似ている (ALMAを使った高野他による結
果 (本年会)や Aladro et al. 2013との比較)。一方、NGC 1068では CSや C2Hと比較して顕著に弱い HNCO
分子は、NGC 1097では CSや C2Hに迫る明るさであった (HNCO(4-3)/C2H(1-0)∼0.033@NGC1068に対し、
0.48@NGC1097)。HNCOは強い輻射場により破壊されることが理論的に予想されており、NGC 1097の活動銀
河核が低光度であることに関連している可能性がある。強いショックのトレーサーである SiOが検出されたこと
は、Izumi et al. 2013, PASJ, in press が提案したAGNジェットによるガス加熱を支持するものである。


